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注：       は、修理部品を示す。 

 

 

 

基準不適合発生箇所 
運転席エアバッグ用コネクタにおいて、設計検討が不十分なため、車両振動等で当該コネクタ接点部が摩耗して腐食が発生す

ることがある。そのため、そのまま使用を続けると、運転席エアバッグ回路の抵抗が増加して導通不良となり、衝突時にエアバッ

グが展開しないおそれがある。 

 

 

改善の内容 
全車両、運転席エアバッグ用コネクタに腐食防止剤を塗布する。 

識別：助手席ドアのボディ側上部、ドアヒンジボルトに白ペイントを塗布する。  

 

 

エアバッグ 
基準不適合発生箇所 

（ エアバッグ用コネクタ） 

良好な状態 

損傷状態 


